
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標    すすんで学ぶ子  心豊かな子  たくましい子 

令和７年１０月２７日発行 

小川町立みどりが丘小学校 

１1 月号 

No Limit 
                    校長 舩田真由美 

 

 先日の運動会では、白組も赤組も、それぞれが全力を尽くし、熱い戦いを繰り広げました。今年の運

動会のテーマは「みんなで協力 頂上めざせ 笑顔かがやく 運動会」でした。一人一人がその言葉通

りの力強い姿を見せてくれました。勝敗がついた競技もありましたが、それ以上に印象的だったのは、

みどりが丘小全ての子供たちが最後までやりきり、悔しい涙も嬉しい涙も流すことができたことです。

競技の中では、勝つことを目指し全力で取り組み、応援し合う子供たちの姿にグッと来ました。思うよ

うな結果が出なかったとしても、互いに支え合い、鼓舞し合う子供たちの姿はとてもかっこよく、感動

的でした。 

私は、運動会の練習が始まる直前の全校朝会で、子供たちに次のような思いを伝えました。『【努力は

たし算 協力はかけ算】運動が好きな人、苦手な人、自分の思いが伝えられる人、そうでない人、いろいろな

人がいる。それでいい。互いの違いを認め合う。そして、自分ができることを一生懸命やる…。』 

運動会は単なる勝敗だけで評価するものではありません。それぞれの競技やリレー、演技の中で子供た

ちが見せてくれた「仲間を思いやる心」「あきらめない心」こそが、今年の運動会の本当の価値を高めてくれ

ました。白組、赤組、どちらのチームも最後まで粘り強く、あきらめることなく挑戦し続け、仲間と心を

一つに頑張りました。特に、赤組リードで迎えた最後のプログラム「大玉送り」は３回戦までもつれこ

むという記憶に残る名勝負となりました。まさに「協力はかけ算」でした。みどりが丘小の子供たちの

底力を感じた瞬間でした。 

子供たちは、よいチームを作るために、チームの一員として、「自分だったら何をするべきか」「仲間

と共に頑張るために自分だったらどうするのか」…しっかりと考えることができたはずです。そして、

子供たちは、運動会の取組を通して、互いに違う者同士の協力のかけ算で、想像を超える大きなパワーが

生まれること。一人では成し得ない素晴らしい成果が生まれることを実感できたのではないかと思います。

「No Limit」子供たちの力（可能性）に限界はない…私はそう思います。 

 運動会が終了して１週間が経過しました。各教室には、本番を終え満面の笑みにあふれるクラス写真

が新たに飾られています。一人一人が成長できた運動会になりました。どんなところが成長したのか、

白組、赤組の中心となり引っ張ってくれた団長にコメントをもらいましたので紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

最後になりましたが、保護者委員をはじめ保護者の皆様には、早朝からの準備や終了後の片付け等、

様々な面においてご協力をいただきました。心から御礼申し上げます。また、会場に足を運んでくださ

った皆様には、大きな声援を送っていただきました。子供たち、教職員にとって大きな励みになりまし

た。ありがとうございました。これからも、ご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

【      】 

 最初は白組のみんなをまとめられるか不安だったけど、みんなが協力してくれたので最後まで安心して

取り組むことができました。団長として、みんなをまとめ、全力でがんばることができました。これから

もいろいろな場面で「努力はたし算、協力はかけ算」をして、よりよい学校生活を過ごしていきたいです。 

【      】 

 最初はみんなをまとめられるか心配だったけど、練習を重ねるうちに、だんだんと自信がつき、本番も

しっかりと赤組をまとめられました。応援を創り上げる時に、意見がわれることもあったけど、そのおか

げでいいものができたし、全力で楽しむことができました。団長として上手くできたと思います。 

 

 



 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

【2-1】図書館見学に行ってきました。 

【６－１】組み立て体操 大成功！            

 

【3・4 年生】運動会がんばりました 

【５-１】平和について考える（広島のこと/戦争のこと） 
【1-1】いろいろな動物になりきるぞ！ 
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１１月は「いじめ撲滅強調月間」です 
 

１１月は「いじめ撲滅強調月間」です。いじめられた子

供には心身に深刻な被害が生じることがあります。いじめ

は重大な人権侵害であり、決して許されることではありま

せん。本校では、埼玉県の方針に基づき、いじめの未然防

止と早期対応に全力で取り組んでいます。 

子供たちが安心して学校生活を送れるよう、教職員・保

護者・地域が連携し、いじめの根絶を目指してまいります。 

もし、いじめを受けている、見かけた、心配なことがあ

る――そんなときは、一人で悩まず、どうか相談してくだ

さい。学校は必ず力になります。 

【彩の国よりそうみんなの電話・メール教育相談】 

Tel：#7300 又は 0120-86-3192 

E メール：soudan@spec.ed.jp 

「体を鍛える！外遊びのススメ！！」 ～※理由については諸説あり～ 

日本では、何年も前から子供の体力低下が問題になっています。その原因

は様々言われていますが、子供を取り巻く環境の変化が大きいものと思われ

ます。また、体力の低下だけではなく、集中力の低下も見られることが国の調

査で明らかになっています。外遊びには、こうした状況を打開する可能性があ

るようです。 

【理由①】五感を刺激して脳を活性化する。（脳が大きく成長する時期が今） 

【理由②】体力向上につながる。（身体の基礎が出来上がる時期が今） 

【理由③】生活リズムが整う。（心身の成長を支えるためにはよい睡眠） 

    ＊太陽を浴びると夜自然と眠くなる「メラトニン」の分泌量が UP！ 

【理由④】社会のルールを学ぶ。（コミュニケーション力、安全な行動等） 

【理由⑤】思考力や想像力を身に付ける。（感じる、イメージを広げる経験） 

【理由⑥】前頭葉が発達して集中力がアップする。 

 

放課後の生活について 
 

日が暮れるのが早くなり、放課後の安全確

保がより重要な時期となりました。 

「町の放送が聞こえたら帰る」ということを

基本に、学校でも暗くなる前の帰宅を指導し

ています。 

ご家庭でも、帰宅時刻や遊ぶ場所などをお

子様と確認し、暗くなってからの外出の際は

保護者の方の送迎や付き添いなど、安全への

配慮をお願いいたします。 

地域全体で子供たちを見守っていけるよう

ご協力をお願いいたします。 

第 1 回 資源回収について 
 

 ＜実施日＞ 令和７年 11 月８日（土） 

 ＊雨天時///11 月 ９日（日） 

・詳しい実施方法等については、１０/７付の

学校からの文書をご確認ください。ご協力の

程、よろしくお願いいたします。 

おがわ学フォーラムについて 

埼玉県では、教育に関する理解を深めていただくため、

11 月 1 日を「彩の国教育の日」とし、11 月は県内の小

中学校で特色ある取組を実施しています。小川町では「お

がわ学フォーラム」を開催し、本校も 11 月 21 日（金）

を学校公開日とし、各学年の授業を公開します。詳細につ

いては、10/７付の学校からの文書をご確認ください。 

 
わかば学級の子供たちは 

それぞれの学年にいます 

mailto:soudan@spec.ed.jp

